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１ 「久留米聴覚安心メール」の活用について 

 

本校では、一斉メール配信システム「久留米聴覚安心メール」を平成２６年１１

月から活用しています。緊急時に、より早く学校からの連絡を受け取ることができ

る便利なシステムです。まだ入会がお済みでないご家庭は、是非ご入会ください。 

 

（１）メール配信内容 

   ①大雪、暴風雨時の登下校に関する情報     

②不審者情報や児童生徒の安全情報に関する緊急連絡  

   ③感染症等の事故発生に関する緊急連絡  

   ④天候による学校行事やＰＴＡ行事の日程変更等に関する緊急連絡  

   ⑤その他、緊急に保護者や児童生徒に知らせる必要があると判断したもの  

 

（２）対象者 

   ①本校職員 

②保護者（原則として各世帯１名）  

③かいじゅうの森（ＮＰＯ法人言葉の森久留米）職員 

 

 （３）入会方法等 

    次ページの資料を参照し、登録手続きを行ってください。  

    

    ※ 登録された個人情報を配信以外に使用することはありません。  

    ※ 安心メールは、アプリ、メールアドレスのどちらでも登録できますが、

開封確認の関係上、できるだけ、アプリでの登録にご協力ください。 
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※「久留米聴覚安心メール」は、ゆめタウン久留米さんの協賛により 

運用されています。 
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２ 通常の登下校が危険だと予測される場合の対応について 

 （１）自然災害が予測される場合の登下校に関する基本的な考え方   

大雨・台風、大雪などによって登下校時に危険が予測される場合は、幼児児

童生徒等の安全を確保するために、臨時休業や学校待機等の措置をとることが

あります。 

その際、気象情報、河川情報、交通機関の運行情報、自治体が発令する避難

に関する情報などを収集して判断していきます。しかし、本校の校区は大変広

いため、学校が判断した内容とご家庭周辺の状況が異なる場合もあります。登

下校に関しては、ご家族の安全確保を最優先していただき、ご家庭で判断して

いただきますようお願いします。  

なお、大雨・台風、大雪などの影響によって登校できなかった場合や、交通

機関の乱れによって遅れた場合には、欠席・遅刻扱いにならないことを申し添

えます。 

 

（２）臨時休業等の判断と連絡体制について  

自然災害が予測される場合の臨時休業等の判断は、なるべく前日の下校時ま

でに行うようにしますが、気象情報や土砂災害警戒警報等の発令状況によって

は、前日の夜や当日の朝の判断になることもあります。臨時休業等の判断をし

た場合は、学校ホームページにお知らせを掲載し、学校安心メールでも連絡を

します。また、文書やメール等による連絡は以下のように行います。 

① 前日１２：００までに判断した場合  

下校時に文書を配布する。 

   ② 前日１６：００までに判断した場合 

１９：００までに学校安心メールで連絡する。 

③ 当日５：３０までに休校の判断をした場合 

６：００～６：３０に学校安心メールで連絡する。 

    

（３）緊急時における下校時の判断について  

    気象情報や土砂災害警戒警報等により、下校時に危険性が予測される場合に

は、下校時刻を早めたり、保護者への引き渡し・学校待機等の措置をとったり

することがあります。このような場合には、担任から電話・メールにて連絡を

し、お迎えの可否、お迎えの時間、下校方法等を確認します。連絡が取れない

場合は学校待機とします。同時に学校ホームページにお知らせを掲載し、学校

安心メールでも連絡をします。  

    なお、学校からの連絡がなくても、自宅周辺において危険が差し迫っている

と感じられた場合には、保護者の判断において早めのお迎えをお願いします。

ご家族の安全確保を最優先していただき、ご家庭で判断していただきますよう

お願いします。 
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（４）緊急時の下校体制について  

    緊急時には、できる限り保護者によるお迎えをお願いします。学校としても

できる限りの対応をしますが、緊急時には教員やその家族も被災している場合

がありますので、ご理解とご協力をお願いします。  

どうしても保護者のお迎えが難しく、公共交通機関を使っての帰宅となる場

合には、次の要領での下校とします。 

○担任が保護者と電話・メールで下校手段の確認をします。  

○教員が西鉄久留米駅、ＪＲ久留米駅まで付き添って下校指導を行います。 

○帰宅確認後すぐに、保護者より担任に報告をしてください。 

 

①  放課後等デイサービス事業所利用 

緊急時における下校等の判断については、かいじゅうの森には学校安心メ

ールで連絡をします。その他の事業所については、学校からの連絡後、各ご

家庭よりご連絡ください。事業所の利用を予定していた場合には、利用の有

無について確認し、変更がある場合（利用のキャンセル等）には、必ず担任

にご連絡ください。 

 

②  校外学習や職場体験等に出かけている場合 

○学校担当者が体験先等と連絡を取り、帰宅手段について確認します。  

○その後、保護者と連絡を取り、帰宅できるようにします。 

○帰宅後、保護者より担任へご連絡ください。 

 

３ 緊急時の幼児児童生徒の引き渡しについて 

（１）基本的な考え方 

小学部・中学部児童生徒の自主通学による通常の下校が危険であると判断し

た場合には、児童生徒を学校待機とし、迎えに来られた保護者に引き渡します。 

   （代理の方が迎えに来られる際には、必ず担任にご連絡ください。）  

 

 （２）保護者への連絡方法  

   ○登録していただいている学校安心メールに配信します。  

（登録されていない家庭には、担任から連絡を行います。） 

 

○大規模な地震の場合には、発生後に通信手段（電話やメール）が使用できな

くなり、学校と保護者との連絡が取れなくなることも予想されます。自宅周

辺で震度５以上の地震が発生した場合や大雨・大雪による危険を感じられた

場合には、直接学校にお迎えに来てください。ただし、災害が大きい場合に

はご家族の安全確保を最優先していただき、無理をしないでください。 
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通常の下校が危険だと予測される場合の対応について 
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４ 備蓄・防災リュックについて 

（１）学校備蓄について（原則全校一斉に使用する）  

一人当たり、レトルトの救給カレー１食分、保存飲料水１本  

 

 （２）防災リュック（学校保管用の災害対応個人備蓄）について 

大規模災害に備え、幼児児童生徒一人一人に応じた以下の物をご準備くだ 

さい。学校で保管し、長期休業中は各家庭に持ち帰ります。消費期限の確認や  

物資補給は、各家庭でお願いします。  

①リュック等 

     お子さんの身体の大きさに応じた物をご準備願います。 

     ※リュックにはお子さんの名前が分かる大きめの名札をつけてください。 

 

   ②３食分の保存食料（そのまま食べられるもの）  

     例：栄養調整食品（カロリーメイト等）、乾パン、ゼリー飲料、クッキー等  

      ※お湯を必要とするカップ麺等はご遠慮ください。  

    

③保存飲料水（幼児児童生徒の実態に合わせて本数は調整してください。）  

     幼稚部：５００ｍｌ １本   

     小学部：５００ｍｌ ２本 

     中学部：５００ｍｌ ３～４本 

    

④災害緊急時連絡票 

     緊急時連絡先や配慮事項を別添の「災害緊急時連絡票」に記入の上、すぐ

に取り出せるようにリュックに入れておいてください。  

 

⑤その他必要な物資 

     例：タオル、ティッシュ、ウエットシート、ビニール袋、レインコート、 

       スプーン・フォーク・箸類、季節に応じた服、下着、生理用品、 

紙おむつ、電池（補聴器、人工内耳用）、薬（要冷蔵のもの以外） 

懐中電灯、軍手  

５ 緊急時に備えた薬の保管について 

 （１）緊急時に与薬を依頼される場合は、「災害緊急時与薬等依頼書」に必要事項

をご記入の上、薬と一緒にご提出ください。  

   ※薬の保管は、常温保存のものは個人のリュック内、要冷蔵のものは保健室で 

行います。 

 （２）薬は、医師が処方し、調剤されたものに限ります。 

※市販薬はお受けできません。 


